
Ita
k
o

C
ity

C
o

u
n

c
ilN

e
w

s
Ita

k
o

C
ity

C
o

u
n

c
ilN

e
w

s

N
o
.1

9
2

2
0

2
3

.1
0

.2
6



令和５年10月　潮来市議会だより 192 号 2

▼議決結果一覧
議案番号 議 案 表 題 等 内　　　　容 結果

報告第7号 令和4年度潮来市健全化判断比率の
報告について

令和4年度潮来市の歳入歳出決算を基に健
全化判断比率を報告するもの

報告第8号 令和4年度潮来市資金不足比率の報
告について

令和4年度公営企業会計の決算を基に資金
不足比率を報告するもの

議案第25号 潮来市子ども・子育て会議条例等の
一部改正について

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法
律の整備に関する法律の施行に伴い、関
係条例の規定を整理するためのもの

議案第26号 令和5年度潮来市一般会計補正予算
（第6号）

予算総額139億5,971万円とする
（2,171万5千円を減額）

議案第27号 令和5年度潮来市国民健康保険特別
会計補正予算（第1号)

予算総額31億5,206万1千円とする
（56万1千円を追加）

議案第28号 令和5年度潮来市介護保険特別会計
補正予算（第1号）

予算総額23億4,316万3千円とする
（6,556万3千円を追加）

議案第29号 令和5年度潮来市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第1号）

予算総額3億9,750万円とする
（予算総額の変更なし）

認定第1号 令和4年度潮来市歳入歳出決算認定
について

令和4年度潮来市歳入歳出決算書を議会
の認定に付するもの

認定第2号 令和4年度潮来市水道事業会計決算
認定について

令和4年度潮来市水道事業会計決算書を
議会の認定に付するもの

認定第3号 令和4年度潮来市工業用水道事業会
計決算認定について

令和4年度潮来市工業用水道事業会計決
算書を議会の認定に付するもの

認定第4号 令和4年度潮来市下水道事業会計決
算認定について

令和4年度潮来市下水道事業会計決算書
を議会の認定に付するもの

報
告

報
告

可
決

認
定

認
定

認
定

可
決

可
決

可
決

可
決

認
定

令和５年令和５年
第３回定例会第３回定例会

会期：9月5日～9月26日（22日間）会期：9月5日～9月26日（22日間）

◆審議された議案等　� 計◆審議された議案等　� 計1111件件
　・市長提出議案�　・市長提出議案� １１１１件件

◆�◆�１１１１名の議員が市政一般について質問名の議員が市政一般について質問
　�要約した内容を4～　�要約した内容を4～ １１5ページに掲載して5ページに掲載して
います。います。

◆委員会審査◆委員会審査
　�常任委員会及び決算特別委員会による議　�常任委員会及び決算特別委員会による議
案の審査をしました。案の審査をしました。
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議案ピックアップ

議案第26号　令和５年度潮来市一般会計補正予算（第６号）

　認定こども園等費 委託料� 48万6千円
問　隣地張り出した枝の伐採との説明であるが内容は？
答　�市立あやめこども園の園庭にある大イチョウの枝の剪定
を計画している。枝葉が隣地との境界を越え、園舎と民
家の屋根を覆うように伸びている。また、落ち葉やギン
ナンの実が、隣地地権者にご迷惑をおかけしている状態
にあるため、剪定をする。

再問　剪定の時期は？
答　�専門の方にお聞きしたところ、イチョウの剪定は落葉し
た後がいいとのこと。したがって、時期的には、秋以降
の園児が通園しない土日での剪定が適している。

再々問　イチョウの木のみか？他の立ち木については？
答　�他の立ち木について、現時点では、今回のイチョウの木
のように民家に影響を与えるものはないため、剪定の予
定はない。

議案第26号　令和５年度潮来市一般会計補正予算（第６号）

　小学校費　教育振興費� 　104万円
問　日の出小学校の災害教育とのことであるが、内容は？
答　�文部科学省委託事業である「学校安全総合支援事業」に
ついて、令和5年5月24日付けで茨城県より潮来市が再委
託先として選定されたため、本事業を実施するための補
正予算となる。事業の概要は、「災害安全」がテーマとな
る。東日本大震災時に甚大な被害があったこと、近年の
ゲリラ豪雨など、地震や洪水を念頭に、拠点校を日の出
小学校とし、市内のすべての小中学校も含めた取り組み
を進めていきたいと考えている。内容としては、『防災講
演会』や子どもたちによる『防災ハンドブック作成』な
どを計画している。

再問　他市町村で本年度実施するところはあるのか？
答　�茨城県では、「交通安全」というテーマで、北茨城市が実
施。「災害安全」というテーマで、茨城県立結城特別支援
学校近隣地域、潮来市で実施することになります。

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
／

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

決
算
特
別
委
員
会

決
算
を
認
定
し
ま
し
た

一
般
質
問

委
員
会
審
査
・
活
動

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

議
会
日
誌
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一般通告質問とは、議員が市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来に対する方針などに質問をしたり、報
告や説明を求めること。

一般通告質問

数字の横に「 」が付いていないものは、紙
面の都合上掲載できませんでした。
5ページから15ページにありますＱＲコード
（議員氏名隣）を読み取ると、映像で視聴い
ただけますので、ぜひご覧ください。

平田　健三 議員　P5
1　�障がい者や高齢者を手助けする「投票支援
カード」の導入を！

2　「森林環境税」の活用を！
3　少子化と人口減少対策を図れ！
4　�官民連携の「企業版ふるさと納税」で地域活
性化を！

田崎　清 議員　P6
1　前川排水機場について
2　�サッカーＪ１鹿島アントラーズ新スタジアム
誘致について

3　潮来市「まちづくり座談会」について
4　古高の火災について

飯島　康弘 議員　P7
1　�市民の命を守るため公共施設に空調整備
　　（エアコン）を！！
2　子どもたちを守ろう！登下校時の熱中症対策
3　かすみの郷運動公園の整備について

和田　直子 議員　P9
1　もっと親子に寄り添うこども園を！
2　新入学児童記念品ランドセルの色について
3　�夏休み等長期休業中の公立学童保育で昼食提
供を！

4　子育て広場に利用者の声を反映して！

飯田　幸弘 議員　P11
1　学校給食センター整備を
2　子育て支援の充実を
3　あやめ園周辺整備は

兼平　直紀 議員　P13
1　給食食材の安全性について！
2　企業誘致のための土地・インフラ整備について！
3　�文部科学省は、単にコロナ禍以前の姿に戻る
のではなく、真に必要な学校教育活動を回復
させること、GIGAスクール構想の下で新し
い学び舎の在り方へと進化が重要と発表

阿部　慶介 議員　P8
1　市民ボランティアの報償費の引上げが必要！
2　�水辺スポーツの活性化にともなうマナーアッ
プが必要！

3　�ヘルメット着用の為の潮来市からの補助が必要！

佐々木　徹 議員　P14
1　�昨年「日本一の水路」花植えに357万円かけ
た現在は？

2　�8月22日茨城新聞に掲載された「潮来の小学
校でいじめ」について

志村　一 議員　P10
1　�運転免許証を持たない高齢者の交通手段について
2　�市内の不法投棄（廃棄物や粗大ごみ、軽微な
ごみ）について

3　�廃校となった旧牛堀第二小、旧八代小の体育
館利用について

今泉　利拓 議員　P15
1　�過疎対策事業債充当事業　牛堀市民プールへの下水道接続
工事スタート

2　�総務省は8月1日、全国自治体が2022年度に受け入れたふる
さと納税の寄附総額及び寄附件数などを発表した　潮来市
の状況は

3　�県道大賀・延方線を東関東自動車道の潮来インターチェンジ
方面に延伸する案についてその後の動向は

石田　裕二 議員　P12
1　ふるさと納税の取り組みを伺う！！
2　移住定住促進事業の取り組みについて
3　企業誘致の取り組みについて
4　育樹祭について
5　�地域コミュニティの根幹となる自治会活動。その支援には
先進事例に学ぶべき取り組みがあります。私たち総務建設
委員会では今年７月に山梨県南アルプス市の行政視察を実
施。次の取り組みに対する見解は！！
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取
り
組
み
強
化
を
伺
う
。

答　
塙
総
務
部
長

　
こ
れ
ま
で
他
市
の
事
例
を
確
認
す

る
中
で
、
大
き
な
寄
附
を
い
た
だ
け

る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
企
業
が
何
ら
か

の
形
で
自
治
体
と
関
係
が
あ
る
。
潮

来
市
と
企
業
の
ご
縁
を
探
し
出
す
こ

と
も
す
ご
く
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
た
め
、
他
市
事
例
を
い

ろ
い
ろ
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答　
原
市
長

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
が
第
一
で
、
ト
ッ
プ
が
自

ら
企
業
に
赴
き
、
社
長
に
お
話
し
な

け
れ
ば
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
し
て
い

た
だ
け
な
い
も
の
だ
と
思
う
。
茨
城

県
の
企
業
誘
致
の
出
張
所
が
東
京
に

あ
る
た
め
、
企
業
を
紹
介
し
て
い
た

だ
い
て
、
私
自
ら
、
出
向
い
て
お
願

い
を
し
て
い
き
た
い
。

質問者 　平
ひら

田
た

　健
けんぞう

三

問　
「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」
の
導
入

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

答　
塙
総
務
部
長

移
動
投
票
所
を
含
め
た
投
票
所
の

増
設
の
取
組

　
選
挙
人
の
移
動
の
負
担
等
を
軽
減

す
べ
く
各
自
治
体
で
進
め
ら
れ
て
お

り
、
本
市
と
し
て
も
、
投
票
率
向
上

に
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
の
取
組

を
進
め
る
た
め
に
は
、
選
挙
人
の
資

格
確
認
等
に
必
要
と
な
る
通
信
環
境

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
上
十
分
に
強
固
な
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
施
設
の
確
保

や
投
票
立
会
人
の
確
保
な
ど
、
種
々

の
課
題
も
あ
る
が
、
引
き
続
き
投
票

率
向
上
に
向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

投
票
支
援
カ
ー
ド
の
取
組　

　
選
挙
人
へ
の
便
宜
を
図
る
べ
く
、

必
要
な
コ
ス
ト
を
勘
案
し
て
も
、

近
々
に
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
内
容
。
今
後
十
分
に
検
討
し
た
上

で
導
入
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問　
「
森
林
環
境
税
」
の
取
り
組
み

と
今
後
の
活
用
を
伺
う
。

答　
吉
川
環
境
経
済
部
長

取
り
組
み　

　
２
０
２
２
年
度
か
ら
は
、
こ
の
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林

環
境
整
備
事
業
と
し
て
、
枝
打
ち
、

下
草
刈
り
、
管
理
用
道
路
の
整
備
な

ど
や
第
46
回
全
国
育
樹
祭
の
Ｐ
Ｒ
の

た
め
、
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ー
ル
を
作
成
し
て
機

運
醸
成
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
南

幹
線
用
水
路
の
大
洲
閘
門
か
ら
谷
境

橋
ま
で
の
延
長
約
６
０
０
ｍ
に
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
を
60
本
植
樹
し
た
。
そ
の

財
源
と
し
て
森
林
環
境
譲
与
税
の
基

金
か
ら
３
１
５
万
円
を
充
当
。

　
本
年
度
は
、
森
林
環
境
整
備
事
業

と
全
国
育
樹
祭
の
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
や
横
断
幕
、
Ｐ

Ｒ
動
画
の
作
成
、
１
０
０
日
前
イ
ベ

ン
ト
等
に
基
金
か
ら
７
８
６
万
３
，

０
０
０
円
を
予
算
化
し
た
。

今
後
の
活
用　

昨
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る
潮
来
市
森
林
環
境
整
備
事

業
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
。

問　
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答　
榊
原
市
民
福
祉
部
長

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
と
は��

結
婚

に
伴
う
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
か
か
る
住
宅
の
購
入
費
用
、
賃
借

費
用
、
引
っ
越
し
費
用
等
の
各
種
費

用
な
ど
の
補
助
を
国
と
市
町
村
２
分

の
１
ず
つ
の
負
担
割
合
で
支
援
す
る

事
業
。

対
象
世
帯��

夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下

で
、
か
つ
世
帯
所
得
が
５
０
０
万
円

未
満
の
世
帯
。

補
助
上
限
額��

夫
婦
と
も
に
29
歳
以

下
の
場
合
は
上
限
60
万
円
、
30
～
39

歳
ま
で
は
上
限
30
万
円
。

　
現
在
、
本
市
で
は
、
若
年
世
帯
定

住
促
進
助
成
金
事
業
を
実
施
し
、
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
の
対
象
世
帯
も

含
め
た
範
囲
で
定
住
人
口
の
増
加
と

地
域
の
活
性
化
並
び
に
住
環
境
の
改

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
進

め
、
一
定
の
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
内
容
が
類

似
す
る
た
め
、
改
め
て
既
存
事
業
と

の
整
理
、
国
庫
補
助
金
交
付
要
綱
の

再
確
認
を
行
い
な
が
ら
、
総
合
的
に

判
断
し
て
い
き
た
い
。
他
市
で
の
実

践
の
動
向
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
効
果

測
定
な
ど
も
含
め
て
、
将
来
に
向
け

て
こ
う
い
う
も
の
が
生
か
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

ま
た
そ
の
視
点
を
持
っ
て
今
後
も
引

き
続
き
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問　
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

「
森
林
環
境
税
」
の

活
用
を
！

少
子
化
と
人
口
減
少

対
策
を
図
れ
！

障
が
い
者
や
高
齢
者
を

手
助
け
す
る
「
投
票
支
援

カ
ー
ド
」
の
導
入
を
！

一般通告質問　気になるQ&A

官
民
連
携
の
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」で
地
域

活
性
化
を
！

決
算
特
別
委
員
会

決
算
を
認
定
し
ま
し
た

委
員
会
審
査
・
活
動

一
般
質
問

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
／

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

議
会
日
誌
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問　

記
者
会
見
で
発
表

し
た
約
40
億
円
の
資
金
の

財
源
捻
出
方
法
を
伺
う
。

ま
た
、
整
備
予
定
地
、
市

の
渋
滞
対
策
案
を
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　

令
和
４
年
１2
月
定
例

会
の
一
般
通
告
質
問
に
お

い
て
田
崎
議
員
か
ら
同

様
の
質
問
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
回
の
ご
質
問
に

つ
い
て
も
提
案
書
の
内
容

に
触
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
非
公
開

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

再
問　
全
て
の
内
容
は
非
公
開
と
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
辺
り
に
建
設
し

よ
う
と
考
え
て
い
た
の
か
等
の
大
筋
く

ら
い
は
話
せ
な
い
か
。

答　
原
市
長

　

こ
の
計
画
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の

で
、
内
容
を
発
言
す
る
こ
と
に
よ
り
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
や
鹿
嶋
市
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
う
。
以
前
、
私
が
提
案
内
容
に

関
わ
る
こ
と
を
発
言
し
た
こ
と
で
謝
罪

も
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
計
画
は
公

表
で
き
な
い
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
設
置
時
期
、
概
要
（
能
力
）
等
を

伺
い
ま
す
。

答　
塙
総
務
部
長

設
置
時
期��
国
の
整
備
に
よ
り
平
成
22

年
３
月
に
完
成
し
た
。

施
設
の
概
要��
常
陸
利
根
川
の
水
位
が

上
昇
し
、
前
川
水
門
が
閉
鎖
さ
れ
た
際

に
、
前
川
側
の
吸
水
槽
か
ら
水
を
ポ
ン

プ
に
よ
り
吸
い
込
み
、
地
中
の
配
管
を

通
し
て
常
陸
利
根
川
へ
排
水
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
前
川
の
内
水
被
害
の
軽
減

を
図
る
も
の
。

能
力��

排
水
ポ
ン
プ
が
７
台
設
置
さ
れ

て
お
り
、
１
台
当
た
り
毎
秒
１
．０
３

ト
ン
、
７
台
を
稼
働
さ
せ
る
と
毎
秒

７
．２
ト
ン
の
排
水
能
力
が
あ
る
。
こ

の
排
水
能
力
は
、
20
年
に
一
度
程
度
の

対
象
降
雨
量
を
想
定
し
た
ポ
ン
プ
規
模

と
な
る
。

再
問　
平
成
１７
年
の
前
川
の
整
備
計
画

で
２
列
河
川
に
す
る
設
計
で
あ
っ
た
と

思
う
が
。

答　
塙
総
務
部
長

　
平
成
１７
年
の
時
点
で
は
、
２
列
河
川

の
考
え
方
も
あ
っ
た
と
存
じ
上
げ
て
い

る
が
、
現
在
、
河
道
の
拡
幅
工
事
が
ま

だ
終
了
し
て
い
な
い
。
こ
の
計
画
は
、

そ
の
よ
う
な
県
が
実
施
す
る
拡
幅
工

事
、
流
量
の
確
保
が
終
了
し
た
状
況
を

踏
ま
え
た
中
で
の
20
分
の
１
の
計
画
に

な
っ
て
い
る
。

再
々
問　
県
が
実
施
す
る
拡
幅
工
事
、

完
成
予
定
は
？

答　
塙
総
務
部
長

　
市
長
か
ら
県
の
土
木
部
に
早
期
完
成

の
要
望
書
を
提
出
し
た
。
予
算
の
関
係

も
あ
り
、
今
の
段
階
で
は
、
い
つ
終
了

す
る
か
答
え
ら
れ
な
い
と
回
答
い
た
だ

い
た
。

問　
台
風
２
号
、
24
時
間
降
水
量
警
報

等
へ
の
市
の
対
応
を
伺
う
。

答　
塙
総
務
部
長

台
風
２
号
の
影
響
に
よ
る
大
雨
の
降
水
量

24
時
間
降
水
量
は
、１
９
８
ミ
リ
。ま
た
、

降
り
始
め
か
ら
雨
が
や
む
ま
で
の
34
時

間
の
総
降
水
量
は
２
３
５
ミ
リ
だ
っ
た
。

警
報
等
へ
の
対
応��

６
月
２
日
午
前
１１

時
に
災
害
警
戒
対
策
会
議
を
開
催
、
連

絡
警
戒
体
制
を
確
認
し
、
６
月
３
日
午

前
３
時
に
災
害
対
策
本
部
を
招
集
し
、

台
風
、
大
雨
の
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
、
状
況
に
応
じ
て
避
難
所
の
開

設
、
前
川
沿
線
地
区
高
齢
者
避
難
、
避

難
指
示
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
っ

た
。
前
川
排
水
機
場
は
、
霞
ヶ
浦
河
川

事
務
所
に
お
い
て
操
作
要
領
に
基
づ

き
、
水
門
の
操
作
を
適
切
に
行
っ
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
後
も
前
川
の
水
位
が

下
が
ら
な
い
た
め
、
市
長
と
霞
ヶ
浦
河

川
事
務
所
長
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
排
水

ポ
ン
プ
車
を
要
請
し
て
、
排
水
作
業
を

行
っ
た
。

再
問　
事
前
に
土
地
改
良
区
や
ゴ
ル
フ

場
に
調
整
池
の
水
位
を
下
げ
て
も
ら
う

よ
う
依
頼
は
し
た
の
か
？

答　
塙
総
務
部
長

　
こ
の
時
は
、
依
頼
し
て
い
な
い
。
台

風
の
状
況
や
警
報
、
降
水
量
な
ど
を
鑑

み
て
、
ま
だ
低
下
さ
せ
る
ま
で
の
も
の

で
は
な
い
、
と
判
断
を
し
た
。

問　
市
長
、
国
交
省
所
長
と
の
水
門
の

開
け
閉
め
、
ポ
ン
プ
の
運
転
、
ポ
ン
プ

車
要
請
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
や
り
取
り

を
伺
う
。

答　
塙
総
務
部
長

　
台
風
が
接
近
す
る
前
に
、
霞
ヶ
浦
河

川
事
務
所
長
に
連
絡
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
前
川
の
水
位
が
高
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
場
合
な
ど
も
、
所
長
に
連
絡

を
入
れ
て
お
り
、
平
常
時
に
お
い
て
も

連
絡
の
取
れ
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
台
風
２
号
に
お
い
て
は
、
内

水
に
よ
り
前
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
氾

濫
危
険
水
位
の
１
．８
ｍ
を
超
え
る
状

況
に
な
っ
た
た
め
、
所
長
と
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
よ
り
、
排
水
ポ
ン
プ
車
を
要

請
し
た
。

問　
６
月
２
日
の
2１
時
に
自
主
避
難
所

を
開
設
と
防
災
無
線
が
入
っ
た
が
、
独

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
、
単
独
で
の
避

難
が
困
難
な
方
へ
の
ど
の
よ
う
な
対
応

を
発
信
し
た
か
を
伺
う
。

答　
塙
総
務
部
長

　
雨
が
激
し
く
降
る
時
間
帯
が
あ
っ
た

た
め
、
午
後
８
時
30
分
に
防
災
無
線
、

メ
ル
マ
ガ
、
Ｈ
Ｐ
で
周
知
を
行
い
、
午

後
９
時
か
ら
潮
来
公
民
館
、
潮
来
保
健

セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
に
自
主
避
難
所
を

開
設
。
そ
の
後
、
前
川
の
水
位
が
上
昇

し
た
た
め
、
６
月
３
日
午
前
７
時
20
分

に
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
、
前

川
沿
線
地
区
の
高
齢
者
等
避
難
を
決
定

し
た
。
そ
の
際
に
は
、
防
災
無
線
等
の

ほ
か
、
消
防
団
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
区
長
と
連
携
を
し
て
、
高
齢
者
な

ど
の
要
支
援
者
に
対
し
て
避
難
の
呼
び

か
け
や
誘
導
を
行
っ
た
。

前
川
排
水
機
場
に

つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　田
た

 崎
さき

  　清
きよし

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
鹿
島
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
新
ス
タ
ジ
ア

ム
誘
致
に
つ
い
て
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一般通告質問　気になるQ&A

内
の
段
差
解
消

・�

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
等
の
野
球
施
設
の
更
新

　
な
ど
に
向
け
て
計
画
し
て
い
く
。

問　
再
整
備
に
あ
っ
て
は
市
民
が
よ
り

快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
求

め
た
い
。
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た

整
備
を
。

答　
石
神
教
育
部
長

　
今
回
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
会
運

営
や
日
常
の
利
用
の
中
で
利
用
者
の
意

見
を
伺
い
、
要
望
を
設
計
に
反
映
さ
せ

て
い
る
。
今
後
施
設
を
増
築
し
た
り
仕

様
が
変
わ
る
よ
う
な
整
備
を
実
施
す
る

際
に
は
、
市
民
や
団
体
等
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
計
画
の
作
成
に
反
映
さ
せ

た
い
。
今
後
と
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
会
議
等
に
お
い
て
、
広
く
利
用
者
の

声
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
整
備
主
管
課

と
連
携
を
図
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
便

性
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　
特
に
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
学
校
施

設
の
整
備
状
況
は
？

答　
石
神
教
育
部
長

　
学
校
施
設
の
う
ち
普
通
教
室
と
特
別

支
援
教
室
の
空
調
整
備
は
完
了
し
て

お
り
、
現
在
、
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

る
。
特
別
教
室
は
、
各
学
校
と
協
議
し

な
が
ら
優
先
順
位
を
つ
け
、
整
備
を
進

め
て
い
る
。
屋
内
運
動
施
設
、
体
育
館

は
未
整
備
。

問　
未
整
備
の
特
別
教
室
は
現
場
か
ら

の
要
望
が
高
い
。
早
期
実
現
を
。

答　
村
田
学
校
教
育
課
長

　
順
次
、
学
校
と
協
議
し
な
が
ら
、
必

要
だ
と
言
わ
れ
る
特
別
教
室
の
整
備
を

毎
年
進
め
て
い
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て

は
、
特
別
教
室
と
い
う
の
は
毎
日
使
う

場
所
で
は
な
い
の
で
、
教
育
委
員
会
か

ら
の
指
導
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
暑
い

時
期
を
避
け
た
と
き
に
使
う
よ
う
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
と
い
う
よ
う
な
と

こ
ろ
も
、
学
校
の
先
生
方
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
。

問　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
避

難
所
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
導

入
へ
の
考
え
は
？

答　
塙
総
務
部
長

　

潮
来
市
の
小
・
中
学
校
の
体
育
館

は
、
災
害
発
生
時
に
地
域
の
避
難
所
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
予
測
不
能
な

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
体
育
館
の
空

調
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
避
難
所

と
し
て
の
機
能
強
化
と
し
て
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
関
係
部
署
と
協
議

を
し
な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問　
移
動
設
置
型
の
エ
ア
コ
ン
を
提
案

す
る
が
い
か
が
か
？

答　
石
神
教
育
部
長

　
こ
れ
ら
は
初
期
費
用
を
抑
え
ら
れ
、

毎
年
の
費
用
を
平
準
化
で
き
る
リ
ー

ス
方
式
で
整
備
を
進
め
ら
れ
て
い
る
他

自
治
体
の
事
例
を
確
認
し
て
い
る
。
当

市
で
は
、
本
年
度
第
２
期
教
育
振
興
基

本
計
画
及
び
潮
来
市
学
校
適
正
化
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。
こ
の
計
画
に
基
づ

き
、
関
係
部
署
と
協
議
し
な
が
ら
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答　
村
田
学
校
教
育
課
長

　
屋
内
運
動
場
へ
の
空
調
機
の
設
置
は

国
の
補
助
事
業
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
補
助
の
要
件
と
し
て
、
体
育
館
自

体
に
断
熱
の
工
事
が
さ
れ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
併
せ
て
で
き
る
か
、
リ
ー
ス

で
の
導
入
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
い
う

内
容
。
今
後
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
そ
の
補
助
事
業
に
つ
い
て

も
、
今
後
も
引
き
続
き
研
究
し
て
い
き

た
い
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
「
災
害
級
の
暑
さ
」
＝
災
害
。
行

政
の
力
強
い
支
援
を
求
め
ま
す
。
ラ
ン

ド
セ
ル
に
取
り
付
け
る
空
冷
パ
ッ
ド
の

導
入
を
。

答　
石
神
教
育
部
長

　
背
中
が
蒸
れ
や
す
い
時
期
の
児
童
・

生
徒
の
通
学
に
際
し
て
、
身
体
的
負
担

の
軽
減
や
熱
中
症
の
予
防
な
ど
、
涼
し

く
快
適
な
通
学
環
境
づ
く
り
が
必
要
と

な
る
。
災
害
級
と
ま
で
言
わ
れ
る
今
後

の
気
候
変
動
の
影
響
を
考
慮
し
、
ラ
ン

ド
セ
ル
用
の
保
冷
材
は
、
先
進
事
例
も

あ
る
た
め
、
本
市
の
通
学
状
況
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
対
象
者
や
費
用
負
担
等

に
つ
い
て
も
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
今
後
の
整
備
内
容
は
？

答　
常
井
建
設
部
長

令
和
5
年
度
実
施
の
工
事
内
容

・�

既
設
防
球
ネ
ッ
ト
の
張
り
替
え
と
一

部
新
設

・
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
や
門
扉
の
更
新

・
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
壁
面
の
塗
り
替
え

・�
メ
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
の
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
防
護
マ
ッ
ト
の
取
替
え�

な
ど

　
９
月
下
旬
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
、

本
年
度
内
に
は
完
了
す
る
予
定
。

令
和
6
年
度
以
降
の
工
事
内
容

・�

芝
張
り
替
え
等
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策

市
民
の
命
を
守
る
た
め

公
共
施
設
に
空
調
整
備

（
エ
ア
コ
ン
）�

を
！！

質問者 　飯
いいじま

島　康
やすひろ

弘

か
す
み
の
郷
運
動
公
園

に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
／

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

一
般
質
問

決
算
を
認
定
し
ま
し
た

委
員
会
審
査
・
活
動

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

議
会
日
誌
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一般通告質問　気になるQ&A

問　
県
内
で
補
助
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
県
警
の

デ
ー
タ
で
自
転
車
利
用
者
の
死
亡
率

は
6
割
が
頭
部
。
小
、
中
学
生
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
は
７0
～
90
％
、

高
校
生
は
３
～
１0
％
と
急
に
下
が

る
。
子
供
達
や
高
齢
の
免
許
返
納
を

さ
れ
た
方
々
の
為
に
、
自
転
車
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
補
助
が
必
要
！
前
向
き

に
ご
検
討
い
た
だ
け
る
か
？

答　
原
市
長

　
高
校
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
か

な
り
低
い
た
め
、
１8
歳
ま
で
を
対
象

と
し
て
、
今
期
中
に
補
助
制
度
を
導

入
し
て
い
き
た
い
。

問　
き
れ
い
な
都
市
公
園
は
、
市
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
年
に
何
度

も
除
草
し
て
く
れ
て
い
る
。
物
価
上

昇
の
為
、
報
償
費
と
は
別
に
草
刈
機

の
本
体
、
刃
、
燃
料
代
、
弁
当
代
等

の
経
費
を
消
耗
費
と
し
て
補
助
し
て

は
、
と
6
月
に
質
問
。「
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
区
長
さ
ん
か
ら
聞
き
取

り
調
査
を
し
て
作
業
実
態
の
把
握
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
の
ご
答
弁
を

い
た
だ
い
た
。
現
在
ま
で
の
作
業
実

態
の
把
握
は
？

答　
常
井
建
設
部
長

聞
き
取
り
調
査
内
容��

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
計
2７
地
区

の
区
長
よ
り
、
草
刈
機
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
使
用
状
況
及
び
そ
れ
に
係
る
替

え
刃
代
と
燃
料
代
に
つ
い
て
聞
き
取

り
を
し
た
。

調
査
結
果　

草
刈
機
は
全
て
の
地

区
で
使
用
し
て
お
り
、
1
回
当
た
り

の
使
用
台
数
は
平
均
で
１8
台
、
最
大

で
50
台
使
用
す
る
自
治
会
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
刈
っ
た
草
や
草
刈
機
等

の
機
材
の
運
搬
の
た
め
、
22
地
区
で

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
い
る
状
況

だ
っ
た
。

草
刈
機
の
替
え
刃
代　

参
加
者
の

負
担
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
燃
料

代
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
と
参
加
者

が
双
方
で
負
担
し
て
実
施
し
て
い
る

状
況
。

問　
草
刈
機
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
は
、
ほ

ぼ
全
部
の
地
区
で
使
っ
て
い
る
。
替

え
刃
や
燃
料
は
、
自
治
会
と
参
加
者

の
方
々
で
双
方
負
担
。
自
分
が
調

べ
た
と
こ
ろ
近
隣
市
で
は
、
鹿
嶋
市

が
機
械
の
使
用
料
と
し
て
運
搬
車
両

２
台
、
草
刈
機
５
台
補
助
。
物
価
上

昇
で
経
費
が
急
激
に
上
が
っ
て
い
る

中
、
区
の
加
入
率
が
減
少
し
て
い
る

の
で
区
の
皆
様
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
報
償
費
と
は
別
に
燃
料
、
草
刈

機
の
本
体
や
刃
な
ど
に
係
る
経
費
な

ど
を
補
助
す
る
こ
と
が
必
要
。

答　
原
市
長

　
燃
料
が
高
騰
し
て
い
る
か
ら
補
助

す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
協
働
で

や
っ
て
い
く
上
で
は
、
区
で
負
担
し

て
い
る
分
を
市
で
一
部
負
担
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
普
通
の
考
え
方
だ

と
思
う
。
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
が
、

ど
う
い
う
や
り
方
を
す
る
の
が
多
く

の
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
の
か

し
っ
か
り
検
討
し
て
、
来
年
度
以
降

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
８
月
８
日
に
法
政
大
学
水
上
ス

キ
ー
部
の
皆
様
が
市
長
に
表
敬
訪
問

さ
れ
た
。
原
市
長
と
法
政
大
学
水
上

ス
キ
ー
部
の
部
員
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と

今
後
の
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、

色
々
な
意
見
を
交
わ
さ
れ
た
。
自
分

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ

で
潮
来
市
に
も
有
名
な
バ
ス
プ
ロ

や
、
釣
り
に
関
す
る
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
の
方
々
が
い
る
。
そ
の
方
々
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
ポ
イ
捨
て
の
撲
滅

や
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
訴
え
て
も
ら
っ

て
は
？

答　
吉
川
生
涯
学
習
課

　
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
新
た
な
取
り
組

み
と
い
う
こ
と
で
、
バ
ス
プ
ロ
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
方
の
発
信
力
を

お
借
り
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
と

考
え
る
。
ど
の
よ
う
な
方
法
が
最
も

効
果
が
あ
る
の
か
を
検
討
し
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
更
に
加
速
さ
せ
て

い
き
た
い
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
報
償
費
の
引
上
げ
が

必
要
！

水
辺
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性

化
に
と
も
な
う
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
が
必
要
！

質問者 　阿
あ べ

部　慶
けいすけ

介

ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
為
の
潮

来
市
か
ら
の
補

助
が
必
要
！
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答　
榊
原
市
民
福
祉
部
長

　
子
育
て
広
場
を
利
用
し
た
保
護
者

に
対
し
、
園
庭
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
令
和
５
年
５
月
よ
り
９
月

ま
で
実
施
。
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
が
い
る
利
用
者
44
名
が
回

答
し
て
い
る
。
現
時
点
で
、
園
庭
の

ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
を
希
望
す
る

か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
多
か
っ
た

回
答
は
、「
体
を
た
く
さ
ん
動
か
せ

る
こ
と
」
次
い
で
、「
親
子
で
一
緒

に
遊
べ
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
期
間
は
９
月
末
ま
で
の
た

め
、
そ
の
後
、
集
計
す
る
。

答　
実
川
子
育
て
支
援
課
長

　

老
朽
化
し
て
危
険
性
が
あ
る
た

め
、
全
て
撤
去
し
た
。
遊
具
を
利
用

す
る
0
歳
か
ら
３
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
が
十
分
に
楽
し
め
て
、
体
を
た
く

さ
ん
動
か
せ
る
、
親
子
で
一
緒
に
遊

べ
る
よ
う
な
も
の
が
園
庭
に
あ
る
と

よ
い
と
考
え
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
よ

く
分
析
し
た
い
。

一般通告質問　気になるQ&A

問　
こ
ど
も
園
の
申
込
制
度
に
不
公

平
は
な
い
の
か
伺
う
。

答　
榊
原
市
民
福
祉
部
長

　
本
市
は
、
待
機
児
童
が
発
生
し
て

い
な
い
た
め
、
年
度
途
中
で
入
所
申

請
し
た
場
合
で
も
、
児
童
が
ど
の
園

に
も
入
園
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
入
園
時
期

に
よ
る
不
利
益
は
発
生
し
な
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
待
機
児
童
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
各
園
と
連
携
を
し

て
い
き
た
い
。

問　
入
園
時
期
に
よ
っ
て
不
利
益
が

な
い
よ
う
入
園
申
込
を
一
年
間
分
ま

と
め
て
受
付
け
て
は
ど
う
か
？

答　
実
川
子
育
て
支
援
課
長

兄
弟
が
２
つ
の
園
に
分
か
れ
る
こ
と
に

つ
い
て　
定
員
数
、
ク
ラ
ス
の
人
数
に

よ
っ
て
受
入
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
、

園
が
分
か
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ど
ち

ら
か
の
園
の
定
数
が
空
き
次
第
、
転
園

す
る
こ
と
も
可
能
。
園
や
子
育
て
支
援

課
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。

予
約
入
園
に
つ
い
て�　

予
約
入
園

の
受
付
を
し
て
、
年
度
途
中
で
全
て

枠
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
緊
急
性

の
あ
る
お
子
さ
ん
の
受
け
入
れ
が
で

き
な
い
と
い
う
課
題
も
出
て
く
る
。

そ
の
た
め
、
現
在
は
原
則
３
か
月
前

の
入
所
に
し
て
い
る
。
各
事
業
者
の

集
ま
っ
た
席
に
て
保
護
者
の
ご
意
見

を
伝
え
て
、
事
業
者
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
。

問　
日
曜
や
休
日
に
保
育
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
、
こ
ど
も
園
で
ス
ポ
ッ
ト

的
に
預
か
る
仕
組
み
は
で
き
な
い
か
？

答　
実
川
子
育
て
支
援
課
長

　
保
育
士
不
足
や
法
的
な
問
題
な
ど

も
あ
り
、
休
日
に
開
所
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
現
時
点
で
は
開
所
し
て
い

な
い
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
も
、
会
員
に
も
家
庭
が

あ
り
、
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
ス
ポ
ッ
ト
的
に
預

か
る
仕
組
み
に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
か
、
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
事
業
者
に

も
共
有
し
て
い
き
た
い
。

問　
潮
来
市
で
は
、
新
入
学
児
童
に

対
し
て
藍
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
（
男
児

用
）
と
赤
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
（
女
児

用
）
を
贈
っ
て
い
る
が
、
性
別
に
よ

る
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
分
け
に
つ
い
て

変
更
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答　
榊
原
市
民
福
祉
部
長

　
9
月
中
旬
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
予
定
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
も

十
分
反
映
し
、
尚
且
つ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

の
部
分
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
と

配
慮
し
な
が
ら
協
議
を
し
て
、
決
定

を
し
て
い
き
た
い
。

問　
夏
休
み
等
長
期
休
業
中
の
潮
来

市
内
学
童
保
育
の
昼
食
の
提
供
状
況

は
？

答　
榊
原
市
民
福
祉
部
長

　
現
在
、
公
立
学
童
ク
ラ
ブ
で
昼
食
の

提
供
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
保
護
者
の
方

に
弁
当
の
持
参
を
お
願
い
し
て
い
る
。

民
間
学
童
４
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
昼

食
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
学
童
ク
ラ

ブ
に
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
ど
も
園
で
調

理
し
た
給
食
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の

内
２
ク
ラ
ブ
は
、
給
食
と
弁
当
持
参
の

ど
ち
ら
か
を
保
護
者
に
選
択
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

問　
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
も
考
慮
し
、

公
立
学
童
昼
食
の
提
供
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
伺
う
。

答　
榊
原
市
民
福
祉
部
長

　
公
立
学
童
ク
ラ
ブ
内
で
昼
食
を
作

り
、
提
供
す
る
こ
と
は
、
各
学
校
の

環
境
及
び
設
備
の
面
か
ら
難
し
い
。

ま
た
、
弁
当
配
達
等
に
す
る
場
合
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
子
供
向
け
の

味
、
量
の
対
応
、
支
払
い
手
続
な
ど

の
課
題
も
出
て
く
る
。
し
か
し
、
衛

生
面
等
の
配
慮
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
調
査
研

究
し
て
い
く
。

問　
今
年
度
子
育
て
広
場
会
場
の
旧

う
し
ぼ
り
幼
稚
園
跡
の
園
庭
遊
具
が

撤
去
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
利
用
者
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
意
見
を
聞
い
て

い
る
の
か
伺
う
。

も
っ
と
親
子
に
寄
り

添
う
こ
ど
も
園
を
！

新
入
学
児
童
記
念
品

ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
に
つ
い
て

子
育
て
広
場
に
利
用

者
の
声
を
反
映
し
て
！

夏
休
み
等
長
期
休
業
中

の
公
立
学
童
保
育
で
昼
食

提
供
を
！

質問者 　和
わ だ

田　直
なお

子
こ

決
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
／

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

一
般
質
問

決
算
を
認
定
し
ま
し
た

委
員
会
審
査
・
活
動

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

議
会
日
誌
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一般通告質問　気になるQ&A

問　

廃
校
と
な
っ
た
旧
牛
堀
第
二

小
、
旧
八
代
小
体
育
館
の
年
間
利
用

者
数
は
？

答　
石
神
教
育
部
長

　
旧
牛
堀
第
二
小
体
育
館
の
利
用
団

体
は
６
団
体
１
５
６
人
、
利
用
者
延

べ
人
数
１
万
３
，８
６
７
人
・
旧
八

代
小
体
育
館
の
利
用
団
体
は
９
団
体

２
０
３
人
、
利
用
者
延
べ
人
数
９
，

５
５
３
人
と
な
っ
て
い
る
。

問　
体
育
館
の
点
検
は
？

答　
石
神
教
育
部
長

　
潮
来
市
学
校
開
放
事
業
に
関
す
る
全

て
の
体
育
館
等
の
点
検
を
令
和
４
年
１2

月
１3
日
か
ら
３
日
間
行
っ
た
。
点
検
の

方
法
は
、
職
員
４
人
に
よ
る
目
視
点
検

と
当
日
の
利
用
者
に
対
す
る
聞
き
取
り

で
実
施
。
点
検
項
目
は
、
天
井
、
照
明

器
具
、
窓
ガ
ラ
ス
、
外
壁
、
内
壁
、
設

備
、
倉
庫
な
ど
。

問　
過
去
５
年
間
の
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

助
成
券
の
平
均
利
用
率
は
34
．９
％
、こ

の
利
用
率
を
上
げ
る
に
は
？

答　
榊
原
市
民
福
祉
部
長

　
令
和
４
年
度
に
は
、
助
成
券
金
額

を
５
０
０
円
か
ら
７
４
０
円
に
初
改

定
し
た
。
ま
た
、
助
成
券
で
は
記
入

及
び
注
意
事
項
の
簡
素
化
を
行
っ

た
。
今
後
も
、
手
続
の
改
善
、
利
用

方
法
な
ど
利
用
率
向
上
に
つ
い
て
、

潮
来
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

再
問　
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
ど
の
よ
う
な
場
で
協
議
し
、
改
善

し
て
い
る
の
か
？

答　
下
河
高
齢
福
祉
課
長

　
潮
来
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
を
所
管
し
て
い
る
企
画
政
策
課
と
情

報
共
有
を
し
、
利
用
者
の
貴
重
な
意
見

を
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
の
参
考
と
し
て
い
る
。

問　
９
月
１9
日
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
改

定
に
伴
い
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
？

答　
塙
総
務
部
長

　
タ
ク
シ
ー
券
利
用
者
の
利
便
性
が

大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
市
内
事
業
者
や
潮
来
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
助
成
金
の
変
更
な
ど
早

急
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

再
問　
９
月
１9
日
か
ら
、
２
㎞
走
行

す
る
に
は
、
助
成
券
１
枚
（
７
４
０

円
）
と
現
金
１
６
０
円
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
時
点
で
の
考

え
は
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
令
和
５
年
９
月
１9
日
か
ら
の
運
賃

改
定
を
控
え
て
、
協
議
に
入
っ
て
い

る
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
組
合
と
の
情

報
共
有
、
意
見
交
換
も
非
常
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
協
議
し
、
進
め

て
い
く
。

問��
近
い
将
来
、
助
成
券
を
回
数
券

に
変
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
？

答　
塙
総
務
部
長

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上

に
つ
い
て
は
、
議
員
の
ご
提
案
に
つ

い
て
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
研
究
を
し
て
い
く
。

再
問　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
券
を

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
回
数
券
に
変
え
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
な
り
使
い

勝
手
も
よ
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

課
題
は
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

�

助
成
券
に
つ
い
て�　
今
ま
で
公
共
交

通
の
政
策
を
進
め
て
い
く
中
で
、
バ

ス
へ
の
利
用
等
に
つ
な
げ
て
い
く
と

い
う
よ
う
な
背
景
、
経
緯
も
あ
る
。

�

回
数
券
に
つ
い
て�　
他
の
公
共
交
通

へ
の
利
用
の
影
響
な
ど
、
バ
ス
、
Ｊ

Ｒ
を
含
め
た
公
共
交
通
全
体
の
構
成

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問　
市
内
の
不
法
投
棄
の
現
状
と
課

題
は
？

答　
吉
川
環
境
経
済
部
長

�

現
状�　
山
林
や
農
地
、
人
通
り
の
少

な
い
道
路
が
主
な
不
法
投
棄
場
所
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
４
年
度
の
不
法

投
棄
関
連
相
談
件
数
は
７１
件
あ
っ
た
。

�

課
題�　

不
法
投
棄
行
為
者
の
立
証

が
難
し
い
こ
と
。
い
つ
、
ど
こ
か
ら

不
法
投
棄
さ
れ
た
か
が
分
か
ら
な
い

こ
と
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
分

で
き
な
い
廃
棄
物
。
地
権
者
が
市
内

在
住
で
は
な
い
、
ま
た
は
、
管
理
を

放
棄
し
て
い
る
土
地
へ
の
不
法
投
棄

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

問　
市
と
し
て
の
不
法
投
棄
対
策
、

具
体
的
な
取
組
は
？

答　
吉
川
環
境
経
済
部
長

　
市
内
各
地
区
か
ら
不
法
投
棄
監
視

員
28
名
を
委
嘱
し
、
監
視
活
動
、
パ

ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
、
不
法
投
棄
の

未
然
防
止
及
び
不
法
投
棄
早
期
発

見
の
通
報
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
特

に
、
悪
質
な
産
廃
や
不
法
残
土
に
つ

い
て
は
、
警
察
署
や
茨
城
県
へ
連
絡

し
、
連
携
し
て
対
応
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
広
報
紙
に
よ
る
定
期
的
な
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

運
転
免
許
証
を
持
た
な
い

高
齢
者
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

市
内
の
不
法
投
棄
（
廃
棄
物
や
粗

大
ご
み
、
軽
微
な
ご
み
）
に
つ
い
て

現
行

9
／
１9
改
訂
後

初
乗
り
運
賃

７
４
０
円
で
2
㎞

初
乗
り
運
賃

５
０
０
円
で
1.1
㎞

加
算
運
賃

90
円
で
２
７
７
ｍ

加
算
運
賃

1
０
０
円
で
２
５
６
ｍ

質問者 　志
し

 村
むら

  　一
はじめ

廃
校
と
な
っ
た

旧
牛
堀
第
二
小
、

旧
八
代
小
の
体
育

館
利
用
に
つ
い
て
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一般通告質問　気になるQ&A

問　
40
年
を
超
え
る
古
い
施
設
に
て

苦
慮
し
て
い
る
状
況
は
？

答　
石
神
教
育
部
長

　
特
に
苦
慮
し
て
い
る
点
は
、
夏
の

暑
さ
対
策
。
調
理
室
に
は
ク
ー
ラ
ー

が
な
い
た
め
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

や
冷
風
機
の
使
用
、
南
側
の
窓
を
遮

光
シ
ー
ト
で
覆
う
な
ど
の
対
策
を
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
フ
ァ
ン
付
き
ベ

ス
ト
を
試
験
的
に
導
入
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理
の

下
、
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
や
体
力

の
向
上
な
ど
、
心
身
の
健
全
な
発
達

に
資
す
る
よ
う
安
心
・
安
全
で
お
い

し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

問　
施
設
改
築
ま
で
平
均
42
年
が
一

つ
の
目
安
と
の
事
だ
が
今
後
の
整
備

計
画
は
？

答　
石
神
教
育
部
長

　
平
成
30
年
度
に
施
設
更
新
の
た
め

の
調
査
を
実
施
。
こ
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
施
設
更
新
調
査
報
告
書
を
踏

ま
え
、
今
年
度
見
直
し
を
進
め
て
い

る
第
２
期
潮
来
市
教
育
振
興
基
本
計

画
及
び
学
校
適
正
化
計
画
の
中
で
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
等
に
関

し
、
明
確
に
位
置
づ
け
を
し
、
施

設
規
模
や
立
地
、
施
設
更
新
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
、
様
々
な
方

の
ご
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
新
設
す
べ
き
時
期
が
来
て
お
り

建
設
場
所
・
建
設
費
・
建
設
期
間
等

実
施
に
向
け
た
工
程
整
備
は
？

答　
村
田
学
校
教
育
課
長

　
平
成
30
年
度
に
施
設
更
新
の
調
査

を
し
た
報
告
書
が
出
来
上
が
り
、
施

設
の
規
模
や
建
設
期
間
等
に
つ
い

て
、
整
理
で
き
て
い
る
。
今
後
は
、

建
設
場
所
の
選
定
や
予
算
の
規
模
を

関
係
部
署
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
相
談
窓
口
は
３
課
で
担
当
さ
れ

て
い
る
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設

置
予
定
は
？

答　
実
川
子
育
て
支
援
課
長

　
昨
年
度
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
が

あ
り
、
各
自
治
体
に
対
し
て
、
妊
産

婦
か
ら
子
供
、
そ
の
世
帯
の
相
談
窓

口
、
支
援
に
関
す
る
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
努
力
義
務
と
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
市
で

も
、
全
て
の
妊
産
婦
、
子
供
、
そ
の

家
庭
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
関

し
て
、
関
係
部
署
と
協
議
を
行
っ
て

い
る
。

問　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
は
？

答　
実
川
子
育
て
支
援
課
長

　
児
童
福
祉
事
業
と
母
子
保
健
事
業

を
一
体
的
に
行
う
。

事
業
内
容　

子
育
て
支
援
課
に
あ

る
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

と
か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
両
機
能
を
維
持
し
た
ま

ま
、
虐
待
に
も
対
応
。
児
童
福
祉
と

母
子
福
祉
の
両
方
か
ら
連
携
が
図
ら

れ
る
た
め
、
充
実
し
た
支
援
が
行
え

る
。
相
談
支
援
は
、
様
々
な
支
援
メ

ニ
ュ
ー
に
つ
な
ぐ
役
割
を
持
つ
た
め
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
、
そ
の
子
供
の
世

帯
に
対
し
て
母
子
保
健
と
児
童
福
祉

の
双
方
か
ら
支
援
が
で
き
る
相
談
体

制
は
期
待
が
さ
れ
る
と
感
じ
て
い
る
。

問　
管
理
用
通
路
と
周
辺
整
備
の
進

捗
状
況
は
？

答　
塙
総
務
部
長

　
茨
城
県
か
ら
測
量
が
完
了
し
た
と

聞
い
て
い
る
。
県
で
も
、
回
遊
性
向

上
の
た
め
、
あ
や
め
橋
の
通
行
不
良

箇
所
の
解
消
は
重
要
な
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
茨
城
県
と

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
あ
や
め
橋

の
管
理
用
通
路
整
備
に
よ
る
回
遊
性

向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
管
理

用
通
路
の
整
備
と
併
せ
て
、
本
市
の

観
光
拠
点
の
中
心
と
し
て
相
応
し
い

周
辺
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問　
県
に
対
し
て
の
働
き
か
け
は
？

答　
塙
総
務
部
長

　

本
年
６
月
１
日
付
で
、
茨
城
県
潮

来
土
木
事
務
所
に
対
し
て
、
管
理
用

通
路
を
利
用
し
た
歩
道
、
遊
歩
道
整

備
の
未
整
備
区
間
の
早
期
着
手
に
つ

い
て
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。
ま
た

６
月
に
は
、
茨
城
県
の
土
木
部
長
に

対
し
て
、
市
長
自
ら
、
整
備
の
必
要

性
を
説
明
。
そ
の
他
、
令
和
４
年
度

は
、
県
政
に
対
す
る
要
望
事
項
と
し

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
を

て
、
あ
や
め
橋
に
お
け
る
河
川
管
理

用
通
路
及
び
散
策
路
と
し
て
の
早
期

完
成
を
提
出
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
管
理
用
通
路
と
併
せ
た

周
辺
整
備
は
？

答　
原
市
長

　
長
年
懸
案
で
あ
っ
た
管
理
用
通
路

の
整
備
に
県
が
着
手
し
た
。
日
本
一
の

水
路
の
ま
ち
整
備
事
業
の
中
で
、
一
番

の
重
要
拠
点
で
あ
る
文
化
施
設
を
建

設
し
て
い
く

こ
と
は
、
管

理
用
通
路
の

整
備
が
進

ま
な
い
と
何

も
で
き
な
い

た
め
、
一
歩

ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
を
嬉

し
く
思
う
。

質問者 　飯
いい

田
だ

　幸
ゆき

弘
ひろ

子
育
て
支
援
の
充
実
を

あ
や
め
園
周
辺
整
備
は

「潮来市日本一の水路のまち基本計画」より抜粋

決
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
／

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

一
般
質
問

決
算
を
認
定
し
ま
し
た

委
員
会
審
査
・
活
動

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

議
会
日
誌
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再
問　
各
区
長
が
苦
慮

し
て
い
る
自
治
会
運
営

「
今
後
の
区
長
会
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
」
を
、
区
長
経
験

者
や
様
々
な
関
係
者
に
よ
る
調
査
・

検
討
会
の
設
置
を
提
言
す
る
が
見
解

を
伺
う
！！

答　
原
市
長

　
私
も
議
員
時
代
か
ら
、
こ
の
自
治

組
織
の
在
り
方
、
区
の
加
入
率
等
の

質
問
を
し
て
い
た
。
潮
来
市
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
が
、
色
々
な
自
治
組

織
が
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
運
営

を
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
か
、
な

ど
の
細
か
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て

く
る
と
思
う
。
そ
れ
を
、
検
討
す
る

場
を
設
け
、
参
加
い
た
だ
け
る
住
民

を
集
め
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
本
来

の
姿
だ
と
思
う
。
市
も
一
生
懸
命
対

策
を
考
え
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
議
員

に
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
執
っ
て
も
ら

い
、
検
討
す
る
場
を
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

問　
潮
来
市
で
は
、
買
っ
て
も
ら
え

る
米
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
潮

来
の
美
味
し
い
新
米
を
売
り
出
す
こ

の
時
期
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ

ブ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
潮
来
産
新
米
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
な
い
。
ふ
る

さ
と
納
税
で
潮
来
産
米
を
ア
ピ
ー
ル

す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
新
米
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
早
急
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
季
節
も

の
の
商
品
は
、
品
切
れ
や
品
薄
、
お

待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
状
況
が
今
ま

で
も
あ
っ
た
た
め
、
事
業
者
と
情
報

共
有
を
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
育
樹
祭
に
皇
族
の
方
が
お
見
え

に
な
る
。
潮
来
市
独
自
の
取
り
組
み

を
伺
う
！！

答　
吉
川
環
境
経
済
部
長

　
昨
年
度
よ
り
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
森
林
環
境
整
備
事
業
を
実

施
し
、
平
地
林
の
保
全
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
第
46
回
育
樹
祭
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
茨
城
県
内
外

に
広
く
発
信
さ
れ
、
さ
ら
な
る
県
民

の
森
の
利
用
者
や
来
場
者
が
見
込
め

る
た
め
、
引
き
続
き
水
郷
県
民
の
森

の
有
効
活
用
と
周
辺
地
域
の
活
性
化

を
、
茨
城
県
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

再
問　
契
機
と
し
て
、
県
民
の
森
の

活
用
を
促
す
取
り
組
み
は
？

答　
吉
川
環
境
経
済
部
長

　
皇
族
の
方
が
お
見
え
に
な
っ
た
と

い
う
、
レ
ガ
シ
ー
が
し
っ
か
り
生
き

る
よ
う
な
形
で
、
県
民
の
森
、
森
の

大
切
さ
を
啓
発
で
き
る
よ
う
、
時
期

を
見
て
集
ま
っ
て
も
ら
う
な
ど
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
各
区
に
対
す
る
各
種
補
助
金
の

見
直
し
及
び
回
覧
配
達
の
予
算
化
な

ど
財
政
支
援

答　
塙
総
務
部
長

　
市
で
は
現
在
、
自
治
会
へ
の
加
入

促
進
を
図
る
た
め
、
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
所
管
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
や
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
、
集
会
所
建

設
費
補
助
事
業
な
ど
に
よ
り
、
自
治

組
織
へ
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
地
域
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
各

種
補
助
金
の
必
要
性
を
精
査
し
対
応

を
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
か
ら
の
各

種
情
報
は
、
月
２
回
、
区
長
宅
へ
行

政
か
ら
の
文
書
等
を
送
付
し
、
回
覧

や
配
布
を
お
願
い
し
て
い
る
。
回
覧

配
達
費
に
つ
い
て
も
、
先
行
導
入
を

し
て
い
る
自
治
体
を
調
査
・
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問　
行
政
の
お
手
伝
い
か
ら
主
体
的

な
区
長
会
活
動
の
た
め
の
支
援

答　
塙
総
務
部
長

　
市
政
に
対
す
る
建
議
、
見
識
と
区

長
相
互
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
視

察
研
修
や
親
睦
会
、
そ
の
他
行
政
機

関
の
行
事
へ
の
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
年
度
は
、
総
会
、
役

員
会
の
開
催
、
自
主
防
災
組
織
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
の
実
施
、
今
後
は
防
災

に
関
連
し
た
視
察
研
修
を
計
画
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、

市
施
策
へ
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

り
、
ま
た
先
日
行
わ
れ
た
、
ま
ち
づ

く
り
座
談
会
へ
の
積
極
的
に
参
加
を

い
た
だ
き
、
市
政
に
対
す
る
意
見
を

伺
っ
た
。
区
長
の
活
動
は
、
広
報
紙

で
周
知
を
し
て
い
る
が
、
南
ア
ル
プ

ス
市
の
よ
う
な
機
関
誌
の
発
行
は
、

自
治
会
活
動
の
報
告
の
場
と
な
る
た

め
、
周
辺
自
治
体
の
状
況
も
調
査
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
を
伺
う
！！

育
樹
祭
に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　石
いし

田
た

　裕
ゆう

二
じ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
根
幹

と
な
る
自
治
会
活
動
。
そ
の

支
援
に
は
先
進
事
例
に
学
ぶ

べ
き
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
総
務
建
設
委
員

会
で
は
今
年
７
月
に
山
梨
県

南
ア
ル
プ
ス
市
の
行
政
視
察

を
実
施
。
次
の
取
り
組
み
に

対
す
る
見
解
は
！！
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修
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
教
職
員

の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
が
今
年

度
本
格
稼
働
し
て
い
く
。
出
退
勤
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
も
進
め
て

い
る
。

問　
潮
来
市
独
自
で
思
い
切
っ
た
進

め
方
を
し
て
み
て
は
？

答　
横
田
教
育
長

　
ま
ず
は
子
供
た
ち
を
指
導
す
る
先

生
方
の
働
き
方
改
革
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
先
生
方
の
負
担

を
改
善
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
全
て
の
学
校
が

同
じ
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
学
校
の
独
自
性
が
出
て
く

る
こ
と
も
子
供
達
の
教
育
の
質
を
高

め
る
に
は
必
要
か
と
思
う
。
現
在
校

長
会
、
各
教
科
の
主
任
と
の
研
究
も

進
め
て
い
る
。
今
後
さ

ら
に
教
育
委
員
会
と
し

て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

し
な
が
ら
潮
来
市
の
子

供
達
の
学
力
、
そ
し
て

体
力
や
心
の
形
成
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　
処
理
水
の
海
洋
放
水
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
問
題
に
限
ら
ず
、
学
校
給

食
用
物
資
の
安
全
性
確
保
の
取
組
を

伺
う
。

問　
物
資
選
定
に
当
た
り
、
規
定
等

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
石
神
教
育
部
長

　
特
段
の
規
定
・
規
格
等
は
設
け
て

い
な
い
が
、
本
市
で
取
引
し
て
い
る

事
業
者
は
食
品
衛
生
法
第
3
条
を
遵

守
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
児
童
生
徒
も
い
る
こ
と
か

ら
、
使
用
前
の
段
階
で
実
際
に
試
食

を
行
い
、
産
地
は
も
と
よ
り
食
品
等

の
成
分
表
な
ど
も
確
認
し
な
が
ら
採

用
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
る
。

※�

食
品
衛
生
法
第
3
条
＝
原
材
料
の
安
全

性
の
確
保
、
販
売
食
品
等
の
自
主
検
査

の
実
施
、
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

問　
微
生
物
、
食
品
添
加
物
、
残
留

農
薬
、
遺
伝
子
組
換
え
、
放
射
能
等

の
検
査
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
石
神
教
育
部
長

　
茨
城
県
薬
剤
師
協
会
に
委
託
し
、

食
材
の
検
査
と
出
来
上
が
っ
た
も
の

の
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

納
品
事
業
者
か
ら
は
、
定
期
的
に
実

施
す
る
微
生
物
と
理
化
学
検
査
の
結

果
を
踏
ま
え
納
品
さ
れ
て
い
る
。
市

と
し
て
は
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。

問　
検
査
で
異
常
が
出
た
場
合
の
対

応
は
？

答　
村
田
学
校
教
育
課
長

　

今
ま
で
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
。
万
が
一
、
検
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
学
校
や
関
係
機
関
に
す
ぐ
連
絡

し
て
対
応
す
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
及

び
各
学
校
の
再
検
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
検
査
機
関
へ
の
分
析
依
頼
、

経
過
観
察
等
を
行
い
、
原
因
究
明
に

当
た
る
。
ま
た
、
県
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
、
情
報
共
有
を
図
り
、
検

査
体
制
の
強
化
に
も
努
め
て
い
く
。

問　
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
産
業
用

地
基
本
計
画
策
定
業
務
で
は
、
道
路

交
通
計
画
、
公
園
緑
地
計
画
、
排
水

計
画
、
造
成
計
画
及
び
供
給
処
理

計
画
な
ど
の
各
種
計
画
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　

誘
致
活
動
や
土
地
購
入
・
開

発
等
を
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め

に
、
民
間
開
発
事
業
者
と
協
力
し
て

い
く
考
え
を
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
民
間
主
導
の
開
発
や
業
務
代

行
方
式
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
の
事
例
に
つ
い
て
、
既
に
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。

問　
潮
来
駅
周
辺
活
性
化
の
先
行
投

資
と
し
て
ア
イ
モ
ア
駐
車
場
跡
地
の

購
入
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　
原
市
長

　
市
の
税
金
を
使
い
確
保
す
る
こ
と

が
正
し
い
の
か
、
先
行
投
資
に
当
た

る
の
か
、
非
常
に
難
し
い
部
分
が
あ

る
。
今
現
在
は
、
駐
車
場
を
確
保
す

る
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
少
し

で
も
駅
周
辺
が
賑
わ
え
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
、
教
育

上
必
要
な
部
分
に
精
選
・
重
点
化
な

ど
進
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
村
田
学
校
教
育
課
長

　
運
動
会
や
体
育
祭
を
半
日
開
催
と

し
た
り
、
各
種
行
事
等
で
の
来
賓
者

数
の
縮
小
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
学

校
評
価
の
結
果
を
生
か
し
て
日
課
等

を
変
更
し
て
、
朝
の
活
動
を
縮
小
し

た
り
掃
除
の
回
数
を
週
３
回
程
度
に

し
た
り
、
毎
日
の
出
欠
席
の
報
告
を

ア
プ
リ
等
を
活
用
し
て
工
夫
改
善
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
毎
日
の
出
欠
席
の
連
絡
に

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
研

企
業
誘
致
の
た
め
の
土
地
・

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
！

給
食
食
材
の
安
全
性

に
つ
い
て
！

文
部
科
学
省
は
、
単
に
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
姿
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
真

に
必
要
な
学
校
教
育
活
動
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
下
で
新
し
い
学
び
舎
の
在
り
方

へ
と
進
化
が
重
要
と
発
表

質問者 　兼
かねひら

平　直
なお

紀
き

決
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
／

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

一
般
質
問

決
算
を
認
定
し
ま
し
た

委
員
会
審
査
・
活
動

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

議
会
日
誌
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て
く
る
教
職
員
の
配
置

で
十
分
に
対
応
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
教
育

委
員
会
と
し
て
は
進
め

て
い
る
。

問　
当
事
者
に
は
最
大
限
の
配
慮
を

し
た
上
で
ど
の
よ
う
に
迅
速
に
児
童

及
び
保
護
者
に
伝
え
る
か
も
併
せ
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
１0
日
経

過
し
て
か
ら
保
護
者
へ
通
知
と
な
っ

た
経
緯
は
？

答　
横
田
教
育
長

　
１0
日
間
が
空
白
の
時
間
と
し
て
事

案
に
対
し
何
も
取
り
組
ん
で
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
被

害
者
の
お
子
様
、
ご
家
族
等
々
き

ち
っ
と
し
た
対
応
を
と
れ
る
よ
う
お

話
も
さ
せ
て
頂
き
、
ご
要
望
に
応
じ

て
事
案
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
前
川
運
動
公
園
前
の
水
路
対
岸

に
植
え
た
桜
の
入
札
概
要
は
？

答　
塙
総
務
部
長

　
桜
60
本
、
３
０
８
万
円
。
令
和
5

年
2
月
１6
日
に
指
名
競
争
入
札
が
不

落
と
な
り
随
意
契
約
に
よ
り
受
注
業

者
を
決
定
。

再
問　
令
和
4
年
度
、
予
算
執
行
状

況
報
告
書
の
中
で
公
共
工
事
の
入
札

及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
施
行
令
に
基
づ
き
発
注
見
通

し
の
公
表
を
行
っ
た
。
と
記
載
が
あ

り
２
５
０
万
円
以
上
の
工
事
は
公
表

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
工

事
は
公
表
し
た
の
か
？

答　
小
沼
財
政
課
長

　
発
注
見
通
し
に
つ
い
て
原
則
、
お

お
む
ね
上
半
期
は
5
月
、
下
半
期
は

１0
月
の
2
回
公
表
し
て
い
る
が
公
表

後
に
発
注
が
決
ま
っ
た
た
め
、
掲
載

し
て
い
な
い
。

問　
引
き
渡
し
後
の
管
理
体
制
、
管

理
状
況
は
？

答　
塙
総
務
部
長

　
市
職
員
に
よ
る
定
期
的
な
見
回
り

及
び
除
草
作
業
、
ま
た
、
施
工
業
者

に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
水
や
り
作

業
を
実
施
。

再
問　
現
状
、
桜
が
弱
っ
て
い
る
が

枯
れ
補
償
は
契
約
に
含
ま
れ
て
い
る

の
か
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
契
約
の
中
に
「
枯
れ
補
償
」
と
い

う
文
言
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
特

記
仕
様
書
の
中
で
1
年
間
の
管
理
は

施
工
業
者
が
行
う
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
業
者
と
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

再
々
問　
１
年
後
、
枯
れ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
誰
が
保
証
す
る
の
か
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
特
記
仕
様
書
の
茨
城
県
土
木
部
企

業
局
土
木
工
事
共
通
仕
様
の
中
で
1

年
以
内
に
形
姿
不
良
の
判
定
は
、
市

と
施
工
業
者
で
現
場
立
会
い
の
上
、

協
議
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問　
津
軽
河
岸
あ
と
広
場
周
辺
に
植

え
た
芝
桜
と
水
仙
の
執
行
概
要
は
？

答　
塙
総
務
部
長

　
令
和
4
年
１0
月
30
日
に
前
川
の
右

岸
側
に
芝
桜
８
６
０
株
、
左
岸
側
に

水
仙
９
０
０
球
の
植
栽
を
実
施
。
事

業
費
は
49
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
前
川
の
安
全
柵
の
外
側
で
の
作

業
で
非
常
に
危
険
な
場
所
に
市
民
協

働
で
植
栽
さ
れ
た
が
、
安
全
管
理
体

制
は
？

答　
塙
総
務
部
長

　
作
業
前
日
、
当
日
に
現
地
を
確
認

し
作
業
ス
ペ
ー
ス
、
人
員
の
割
り
振

り
や
管
理
監
督
す
る
職
員
を
配
置
す

る
な
ど
体
制
を
整
え
て
実
施
。
河
川

上
に
救
助
艇
及
び
救
助
要
員
を
配
置

し
て
作
業
を
行
っ
た
。

問　
学
校
の
現
場
で
い
じ
め
は
あ
る

こ
と
を
想
定
し
て
臨
ん
で
い
る
の

か
？
い
じ
め
に
対
し
て
の
考
え
方
を

伺
う
。

答　
横
田
教
育
長

　

こ
の
事
案
が
発
生
す
る
以
前
か

ら
、
国
県
そ
し
て
市
を
含
め
て
、
い

じ
め
を
学
校
か
ら
な
く
す
取
り
組
み

は
一
貫
し
て
進
め
て
い
る
。
学
校
に

と
っ
て
は
大
き
な
課
題
、
問
題
で
あ

る
。
実
際
に
教
育
現
場
の
中
で
起

こ
っ
た
こ
と
に
責
任
の
重
大
さ
を
十

分
に
認
識
し
て
い
る
。

問　
校
長
、
教
頭
、
教
務
主
任
の
三

役
が
一
度
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
が

あ
っ
た
が
生
徒
、
児
童
管
理
の
継
続

性
及
び
引
継
ぎ
の
観
点
か
ら
、
配
置

の
考
え
を
行
う
の
か
？

答　
横
田
教
育
長

　
そ
う
い
っ
た
状
況
が
な
い
よ
う
協

議
を
重
ね
て
人
事
異
動
を
進
め
て
い

る
が
、
そ
の
と
こ
ろ
は
次
に
異
動
し

昨
年�「
日
本
一
の
水
路
」�

花
植
え

に
３
５
７
万
円
か
け
た
現
在
は
？

8
月
22
日
茨
城
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
「
潮
来
の
小

学
校
で
い
じ
め
」に
つ
い
て

質問者 　佐
さ

々
さ

木
き

　徹
とおる
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一般通告質問　気になるQ&A

答　
塙
総
務
部
長

　
茨
城
県
内
で
は
、
寄
附
金
額
で
は
20

番
目
、
寄
付
件
数
で
は
１3
番
目
と
な
る
。

問　
茨
城
県
と
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　
常
井
建
設
部
長

　
昨
年
９
月
議
会
の
一
般
質
問
に
て
市

単
独
で
は
難
し
い
、
県
に
要
望
し
て
い

く
。
ま
た
、
今
年
の
３
月
議
会
で
は
、

県
へ
の
要
望
に
対
す
る
潮
来
土
木
事
務

所
と
の
具
体
的
な
調
整
状
況
に
つ
い
て

答
弁
し
た
。

現
状　
今
年
度
も
潮
来
土
木
事
務
所

と
相
談
・
協
議
を
重
ね
て
、
令
和
５
年

６
月
の
県
議
会
土
木
企
業
立
地
推
進
委

員
会
に
対
す
る
市
町
村
要
望
に
お
い

て
、
新
た
に
県
道
大
賀

延
方
線
の
延
伸
に
つ
い

て
追
加
し
て
要
望
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、

継
続
的
に
県
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

問　
国
が
牛
堀
地
区
を
過
疎
地
に
指
定

し
た
。
牛
堀
地
区
で
は
こ
れ
か
ら
事
業

費
の
7
割
を
国
が
負
担
し
て
く
れ
る
過

疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
て
、
色
々
な

事
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
が
。

答　
塙
総
務
部
長

　
過
疎
対
策
事
業
債
に
つ
い
て
は
、
そ

の
活
用
に
当
た
り
毎
年
度
総
務
省
と
の

起
債
に
向
け
た
同
意
協
議
が
あ
る
。
ま

た
、
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
年
度

ご
と
に
発
行
限
度
額
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
令
和
４
年
度
、
令
和
５
年
度
は
共

に
３
，５
０
０
万
円
。

　
今
後
は
、
現
段
階
に
お
い
て
将
来
に

わ
た
る
総
計
を
想
定
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
が
、
年
度
ご
と
に
必
要
な
事
業

を
精
査
し
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
有
効

な
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
牛
堀
地
区
の
た
め
に
大
い
に
役
立

つ
事
業
を
期
待
し
た
。
例
え
ば
、
牛
堀

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
収
容

人
員
１
，０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
さ
ん

を
収
容
で
き
る
大
ホ
ー
ル
付
き
の
建
物

を
作
る
。
で
き
な
い
か
提
案
し
た
い
。

答　
原
市
長

　
私
も
そ
う
い
う
構
想
が
あ
れ
ば
い
い

と
思
う
が
、
合
併
特
例
債
等
と
比
べ
る

と
過
疎
債
は
、
認
め
ら
れ
る
金
額
が
決

ま
っ
て
い
る
。
プ
ー
ル
跡
地
利
用
と
常

陸
利
根
川
沿
い
の
旧
庁
舎
跡
の
整
備
が

あ
る
程
度
進
み
、
来
年
、
再
来
年
頃
に

は
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
た
め
、

そ
れ
に
付
随
す
る
図
書
館
等
の
入
口
の

整
備
な
ど
も
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
何
千
人
も
入
れ
る
会
場
は
今
の
と

こ
ろ
難
し
い
。

　
し
か
し
、
牛
堀
地
区
の
活
性
化
は
大

き
な
課
題
と
な
る
た
め
、
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問　
当
潮
来
市
の
状
況
、
潮
来
市
が
受

け
入
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
総
額

は
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
か
。
前
年
度

に
比
べ
た
ら
ど
う
か
。
寄
附
件
数
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
塙
総
務
部
長

問　
県
内
で
は
、
当
潮
来
市
の
受
け
入

れ
に
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
総
額
は
何
番

目
く
ら
い
か
。
寄
附
件
数
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

過
疎
対
策
事
業
債
充
当
事
業

牛
堀
市
民
プ
ー
ル
へ
の
下
水
道

接
続
工
事
ス
タ
ー
ト

令和４年度の過疎対策事業債の活用
①ソフト事業

産業拠点開発検討調査業務委託事業 210万円�
旧牛堀出張所及び町民プール跡地利用
検討業務委託事業 220万円

ヘルスランドさくらの指定管理料事業 3,050万円
②ハード事業

旧牛堀町区域内の市道改良事業
かすみの郷公園整備事業 1億7,630万円

合計（①+②） ２億1,110万円

寄附件数
令和3年度 1万5,928件
令和4年度 1万8,758件
約2,800件の増 前年度比約1.2倍

寄附金額
令和3年度 1億8,086万3,000円
令和4年度 2億2,313万9,000円
約4,200万円の増 前年度比1.2倍

県
道
大
賀
延
方
線
を
東
関
東

自
動
車
道
の
潮
来
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
方
面
に
延
伸
す
る
案

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
動
向
は

令和５年度の過疎対策事業債の活用
①ソフト事業

基本計画策定業務委託事業 500万円
ヘルスランドさくらの指定管理料事業費 3,000万円

②ハード事業
旧牛堀町区域内の道路改良事業
権現山公園整備事業
かすみ市民プール整備事業

6,450万円

合計（①+②） 9,950万円

総
務
省
は
8
月
1
日
、

全
国
自
治
体
が
２
０
２
２

年
度
に
受
け
入
れ
た
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
附
総
額
及

び
寄
附
件
数
な
ど
を
発
表

し
た　
潮
来
市
の
状
況
は

質問者 　今
いまいずみ

泉　利
としひろ

拓

決
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
／

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

一
般
質
問

決
算
を
認
定
し
ま
し
た

委
員
会
審
査
・
活
動

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

議
会
日
誌
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委員会での結果を議会最終日に各委員長が報告しました

委 員 会 審 査

99//1155
㈮㈮

付託された1件の条例一部改正、4件の補正予
算を審査しました。

教育福祉経済委員会

 主な質疑
議案第28号　令和5年度潮来市介護保険
特別会計補正予算（第1号）

償還金及び還付加算金
償還金、利子及び割引料� 361万9千円
問　�介護保険料過誤納還付金は、どのぐらいの
ペースで還付されるのか？市民からの問合
せ等はあったか？

答　�補正予算議決後、速やかに還付していく。
現在、残っている件数は628件、金額は
3,668,500円。1ヶ月以内に処理していき
たい。市民からの問合せについては、今の
ところはない。

99//1144
㈭㈭

付託された1件の補正予算を審査しました。

総務建設委員会

 主な質疑
議案第26号　令和５年度潮来市一般会計
補正予算（第６号）[所管科目]

所管に関する質問　　

問　�国道51号、潮来消防署前の法面、以前地滑
りが起きたところだが、早めに排水対策を
講じないと危ないと感じる。地滑りを起こ
すと大災害になる恐れがあるが。

答　�市の大きな課題としてとらえ考えていきた
い。国道51号は国でもしっかりとパトロー
ルはしていただいている。

財産管理費 庁舎改修工事� 118万8千円
問　�毎年雨漏り修繕をしているように感じる
が、何か改善策は？

答　�令和4年は庁舎別館屋根、令和3年は西側
庁舎を補修している。今年は3階議員控
室、エレベータ前が雨漏り。建物自体が古
く、全部調べて直すとなると相当な費用が
かかり、本来なら大規模な工事となってし
まう。現状は雨漏りしてから修繕する形と
なっている。

介護認定審査会費
要介護認定訪問調査委託費� 103万円
問　�元々5名いた審査員が3名となり、3名の
方でできない分を外部に委託するという内
容だが、具体的にはいつからいつまでの委
託で、調査件数は何件見込んでいるのか？

答　�補正予算議決後から3月までを計上。件数
は234件を見込んでいる。

問　�現在、市内3名の検査員がいるが、一人あ
たり1ヶ月の認定調査の件数は？

答　�1人あたり月平均22件実施している。
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▪視察先　栃木県宇都宮市・芳賀町・日光市
▪日　程　令和5年10月3日・4日
▪内　容　宇都宮市・芳賀町
　　　　　✓新たな公共交通（LRT）について
　　　　　日 光 市
　　　　　✓観光振興の取り組みについて

教育福祉経済委員会
視察研修
レポート

委 員 会 活 動

総務建設委員会
視察研修
レポート

▪視察先　山梨県南アルプス市・北杜市
▪日　程　令和5年7月4日・5日
▪内　容　南アルプス市
　　　　　✓自治会活動の取り組みについて
　　　　　北　 杜　 市
　　　　　✓移住定住促進事業について
　　　　　✓ふるさと納税事業の取り組みについて

✓�南アルプス市では自治会活動費・
メール便配布費・環境美化活動費な
ど補助金が充実。86自治会で加入
率70％。
✓�北杜市では移住定住促進事業として
移住体験ツアーやお試し移住体験、
その他、多種多様の事業を実施し
ており、魅力発信の強化を実施。ま
た、ふるさと納税事業ではポータル
サイトの充実と返礼品の写真が寄附
金件数に大きく影響があるため委託
事業者への勉強会を実施。地場産品
の魅力発信と返礼品の選択肢を増や
す施策に取り組んでいる。

✓�宇都宮市、芳賀町では次世代型路面
電車システムLRTを導入、他LRTよ
りもバリアフリーに特化。駅には段
差や階段、改札もない。扉はボタン
で開閉。料金は専用カードか現金で
支払い。
✓�日光市はR5年度現在、市主催のイ
ベント数は0件で主たる観光施策は
社団法人�日光市観光協会が担う。
行政との連携、棲み分けが醸成され
ている。

決
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
／

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

決
算
を
認
定
し
ま
し
た

委
員
会
審
査
・
活
動

一
般
質
問

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

議
会
日
誌
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令
和
４
年
度
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

▶�市税…皆さんに収めていた
だく税金（市民税・固定資
産税・軽自動車税など）
▶�地方交付税…市の財政力に
応じて、国からもらえる自
由に使えるお金
▶�市債…国や銀行等から借り
るお金
▶�国・県支出金…特定の決め
られた事業に対して国や県
からもらえるお金
▶�繰入金…積立金（基金）か
らの切り崩し、他会計から
繰り入れたお金
▶�繰越金…前年度の余剰金が
繰越されたお金

▶�議会費…議会運営
▶�民生費…児童・高齢福祉な
ど
▶�総務費…企画委託・広報・
選挙・システム維持など
▶�土木費…インフラ整備など
▶�衛生費…保健・ゴミなどの
公衆衛生
▶�教育費…小中学校・生涯学
習など
▶�公債費…借入金の返済
▶�消防費…消防団や消防施設
など
▶�商工費…商工業発展や観光
事業など
▶�農林水産業費…産業振興な
ど

一般会計

148億1,912万円

一般会計

137億9,094万円

歳入

歳出

用語の解説

用語の解説

歳出
民生費
46億2,768万円
（33.6%）

衛生費
17億5,182万円
（12.7%）

農林水産業費
4億0,985万円
（3%）

商工費
1億7,888万円
（1.3%）

土木費
17億0,778万円
（12.4%）

消防費
5億5,972万円
（4.1%）

教育費
11億7,923万円
（8.6%）

公債費
13億9,530万円
（10.1%）

議会費
1億1,997万円
（0.9%）

総務費
18億6,070万円
（13.5%）

予備費
0万円（0%）

歳入 繰越金
13億8,790万円
（9.4%）

使用料・手数料・
寄付金など
8億2,721万円
（5.6%）

地方交付税
38億6,474万円
（26.1%）

国・県支出金
37億2,227万円
（25.1%）

利子割交付金など
9億5,629万円
（6.5%）

市　債
7億2,165万円
（4.9%）

繰入金
1億7,455万円
（1.2%）

市　税
31億6,451万円
（21.4%）

自主財源
（自主的に収

入できるお金）

依  存  財  源（国や
県

な
ど

か
ら

交
付

さ
れるお金）
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▪決算のまとめ
一般会計と特別会計を合わせた決算総額� 前年度に比べて
　歳入　　　約205億4,562万円� 　歳入　約8.0％減少⇩
　歳出　　　約193億6,103万円� 　歳出　約6.8％減少⇩
　歳入－歳出　� 11億8,459万円

歳入－歳出（11億8,459万円）から翌年度に繰り越す財源を
控除した実質収支は、約11億4,287万円の黒字となっています。

▪財政健全化判断比率
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、潮来市
の健全化判断比率を毎年公表しています。潮来市は国の基準
である早期健全化基準を下回っている状況です。

用語の解説

指標名 潮来市の比率 早期健全化基準
（国の基準）

実質赤字比率 赤字なし 13.82％
連結実質赤字比率 赤字なし 18.82％
実質公債費比率 10.1％ 25.0％
将来負担比率 40.4％ 350.0％

▶�実質赤字比率…一般会計等
に生じている赤字の大きさ
を、市の財政規模に対する
割合で示したもの
▶�連結実質赤字比率…全会計
の赤字・黒字を合算し、市
全体としての赤字の程度を
示すもの
▶�実質公債費比率…市の借入
金返済額等の大きさを示し
たもの
▶�将来負担比率…市の借入金
や将来支払いが見込まれる
負債分を示したもの

【特別会計】
区分 歳入 歳出

国民健康保険 30億7,464万円 29億9,683万円
介護保険 22億7,651万円 21億9,976万円

後期高齢者医療 3億7,535万円 3億7,350万円

▪会計別決算額（表示はすべて1万円未満四捨五入）

【企業会計】
▶水道事業会計
収益 収入�7億6,103万円 支出�14億3,450万円
資本 収入�2億3,185万円 支出�� 4億0,730万円

※�資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度分消費税
収支調整額及び過年度損益勘定留保資金で補てんしました。

▶工業用水道事業会計
収益 収入�1,647万円 支出�1,216万円
資本 支出�� 107万円

※�資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度損益勘
定留保資金で補てんしました。

▶下水道事業会計
収益 収入�13億4,269万円 支出�12億5,975万円
資本 収入�10億4,738万円 支出�12億4,788万円

監査委員の意見書や決算の
詳しい内容は潮来市ホーム
ページをご覧ください。
また、広報誌10月号にも決
算が掲載されています。
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9月20日～ 22日の3日間で決算特別委
員会が開催されました。
本委員会に付託された議案4件を総務
部、建設部、教育委員会、市民福祉部、
環境経済部の部門ごとに審査しました。
多方面にわたる質疑があり、その内容の
一部を紹介します。

総 　 務 　 部

委員会審査

決算特別委員会

建 　 設 　 部
道路維持費　謝礼等� 121万8,500円
問　�どのような事業に支払う謝礼か？不用額61万
6,600円があるため、その分、ボランティア
の方に手を差し伸べては？

答　�市道・公園等の清掃、除草作業を市民協働に
より行う事業。燃料代の助成なども含めて、
検討していきたい。

冠水対策工事� 1,688万円
問　�磯山邸付近の対策前の冠水状況と工事の内容
は？また、工事後は改善されたか？

答　�側溝排水の水が流れずに溜まり、波打ってい
た。流れを良くする工事をした。勾配をと
り、整備したため、大雨が降っても流れるよ
うになった。

若年世帯定住促進助成金� 1,594万3,000円
問　�予算額と決算額に差が出た理由は？中古住宅
には対応しているか？

答　�住宅を建てた件数が減っていることも申請が
減っている要因のひとつと考えられる。中古
住宅は、取得価格が500万円以上で築20年
以内で対象になる。

施設整備費等補助金　
（ガバメントクラウドファンディング分）
� 8,247万8,386円
問　集まった寄附金を何に使ったか？
答　�1億206万円の寄附があり、その中から経費を
支払い、残りをアンラーズへ。トレーニング
機器購入、人工芝修繕等に使ったとのこと。

空き家対策事業
問　内容と空き家の状況は？
答　�令和4年度、総務課に相談が24件あり、その
内、撤去件数は5件。持ち主の特定をして、
改善をお願いしている。

地域活動支援事業補助金� 618万689円
問　内容は？�
答　�コロナ禍の影響により停滞している地域コ
ミュニティ活動の活性化に向け、幅広く地域
活動に活用できるような補助金。66区中62
区が申請した。集会所関係のエアコンやトイ
レ等の修繕、祭礼関係、防災用品の配布、草
刈り機購入などに使用したとのこと。成果と
しては、有効に活用できていると区長からお
話を伺っている。



令和５年10月　潮来市議会だより 192 号21

教 育 委 員 会

スクールバス等事業者支援補助金� 26万4,500円
問　内容と成果は？
答　�スクールバス、スクールタクシーを運行して
いる5社に新型コロナウイルス感染症対策地
方創成臨時交付金を活用し、補助している。
事業者から助かったとお話をいただいている。

市 民 福 祉 部

巡回支援専門員整備事業　
問　�この事業の目的は？幼児教室に専門の方が居
て見てもらうものか？

答　�発達面で心配なお子さんを支援する。保育
士、心理士に実際に遊んでいるところを見て
もらい、お母さんに助言している。場所は保
健センター2階の部屋で月2回実施している。

ICT花栽培管理使用料� 4万3,780円
問　どういうもの？何か所設置しているか？�
答　�あやめまつり期間中だけではなく、あやめ園
の圃場の水分量等を測る機械を2か所設置し
ている。

環 境 経 済 部

潮来小学校理科室エアコン整備工事� 456万5,000円
日の出中学校理科室エアコン整備工事� 687万5,000円
問　全ての特別教室へ整備完了したか？
答　�小学校は約8割が完了。潮来小学校は全て完
了した。引き続き、学校と相談しながら対応
していきたい。

報酬 �運動部活動外部指導員� 166万9,764円
問　�令和4年は何名だったか？配置された学校・
部活動名は？

答　�潮来一中と日の出中で構成されるボート部に
1名。

　　日の出中テニス部に1名。

健幸づくり事業
問　参加者からの反応はどうだったか？
答　�健診を受けた方から健診結果を持ってきても
らい、保健師と面談して最後に商品券を渡
す。令和4年度は245名から申請があり、今
年は既に111名から申請がある。動機付けや
意識付けになっていると思う。

ひとり暮らし高齢者世帯エアコン購入費等助成金
� 115万円
問　実績と効果は？
答　�23名の方から申請があり、115万円を支出。
令和4年度のみの事業となっているが、今年
度も助成できるかの問合せが何件かあった。

創業支援事業
問　どのような事業か？
答　�創業支援事業については、起業する方向けの
ビジネスプラン塾、何でも相談会を商工会で
行っている。

環境衛生費　報酬� 4万円
　　　　　　使用料及び賃借料� 4万円
問　�予算額と不用額が同額だが、全額不要だった
理由は？

答　�何か問題が起きた時に公害対策審議会を開催
するが、報酬、使用料及び賃借料ともに審議
会が開催されなかったため。
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その他の議員活動

第32回全国市町村交流レガッタ下諏訪大会 準優勝
第32回全国市町村交流レガッタ下諏訪大会へ出場してきました。1日目予選をトップで勝ち抜き、
2日目決勝では、1位の滋賀県大津市議会チームと競り、惜しくも優勝は逃しましたが、準優勝を
果たすことができました。

ゲートパーク除草作業・植栽作業
第46回全国育樹祭に来られたお客様をきれいな花でお出迎えしたいとの思いで、議員有志が除草
作業と植栽作業を行いました。

88//2626㈯㈯
99//1616㈯㈯

99//3030㈯㈯
1100//11㈰㈰
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議 会 日 誌

▼8月
� 3日� まちづくり座談会（津知）� 関係議員
� 4日� 第73回利根川治水同盟治水大会� 議　長　
� 5日� 日本弁護士連合会第65回
� 　人権擁護大会プレシンポジウム� 議　長　
� 8日� まちづくり座談会（牛堀）� 関係議員
10日� 議会運営委員会� 関係議員
19日� 第46回育樹祭100前イベント� 関係議員
22日� 議会運営委員会� 関係議員
� 令和5年度潮来市人権教育研修会� 議　長　
23日� 総務建設委員会協議会� 関係議員
24日� 教育福祉経済委員会協議会� 関係議員
25日� まちづくり座談会（大生原）� 関係議員
26日� ゲートパーク除草作業� 議員有志
29日� 全員協議会
� 令和5年度第1回潮来市の国民健康
� 　保険事業の運営に関する協議会� 議　長　
30日� 議会運営委員会� 関係議員
31日� 第3回水郷潮来花火大会実行委員会� 関係議員

▼9月
� 1日� 鹿島神宮例祭� 議　長　
� 5日� 令和５年第３回定例会開会
� 8日� 一般通告質問
11日� 一般通告質問
12日� 一般通告質問
13日� 質疑・委員会付託
� 全員協議会
14日� 第17回市長杯グラウンドゴルフ大会� 議　長　
� 総務建設委員会� 関係議員
15日� 教育福祉経済委員会� 関係議員
16日� 四市交流会（神栖市）� 　関係議員
	 ゲートパーク除草作業
17日� 第51回潮来市消防ポンプ操法競技大会� 関係議員
20日� 決算特別委員会（総務部・建設部）
21日� 決算特別委員会（教育部・市民福祉部）
22日� 決算特別委員会（環境経済部）
23日� 潮来市戦没者追悼式� 議　長　
26日� 令和5年第３回定例会閉会
27日� 潮来市×潮来高校×筑波大学
� 　「地域連携事業」提案発表会� 関係議員
28日� 水郷潮来あやめまつり大会実行委員会� 関係議員
29日� 敦賀水戸烈士遺徳顕彰会会長来庁対応� 議　長　
30日� 第32回全国市町村交流レガッタ
� 下諏訪大会� 関係議員

▼7月
� 1日� あやめ1人1鉢運動� 議員有志
� 2日� 令和5年度潮来市消防団夏季訓練� 関係議員
� 3日� 第2回水郷潮来花火大会実行委員会� 関係議員
� 4日�

総務建設委員会視察研修� 関係議員� 5日� �
� 6日� 令和5年度鹿島港振興協会通常総会� 議　長　
� 令和5年度消防団長研修会意見交換会� 議　長　
� 9日� 第73回“社会を明るくする運動”
� 　街頭キャンペーン� 議　長　
10日� 第81回霞ヶ浦北浦治水利水環境促進
� 同盟会通常総会� 議　長　
� 東関東自動車道水戸線潮来～鉾田間
� 建設促進期成同盟会通常総会� 議　長　
� 国道51号鹿嶋・潮来バイパス
� 建設期成同盟会通常総会� 議　長　
� 日本製鉄鹿島硬式野球部の
� 　第94回都市対抗野球全国大会
� 　　出場に伴う市民壮行会� 議　長　
12日� まちづくり座談会（延方）� 関係議員
13日� DXについての動画視聴研修� 関係議員
19日� DXについての動画視聴研修� 関係議員
20日� まちづくり座談会（日の出）� 関係議員
20日�

茨城県市議会議長会視察研修会� 議　長　21日�
� 令和5年度潮来お祭り委員会総会� 関係議員
22日� ハナモモの育樹活動� 議員有志
� 県道潮来佐原線植栽帯整備事業� 議員有志
25日� まちづくり座談会（潮来）� 関係議員
26日� 潮来市総合計画審議会委員の委嘱
� 　及び第1回審議会� 議　長　
� 夏の交通事故防止県民運動　
� 交通安全街頭キャンペーン� 議　長　
27日� 水戸神栖線玉里・水戸線道路
� 　建設促進期成同盟会第50回総会� 議　長　
30日� 硯宮神社祭礼� 議　長　
� 延方相撲例大祭� 関係議員
� 浪逆鹿島神社神幸御居祭� 関係議員
� 水原八坂神社祭礼� 議　長　
31日� 茨城県東市議会議長会定例会� 議　長　
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議会広報
編集委員会

　今号の表紙は、令和5年8月19日(土)に茨城
県水郷県民の森にて開催された第46回育樹祭
100日前イベントで潮来市立日の出中学校 吹
奏楽部のみなさんが演奏している様子です。
吹奏楽部のみなさん、お疲れ様でした。

第46回育樹祭
100日前イベント表紙の説明

議会を読もう
　議会だよりは、年4回定例会（3月、6月、
9月、12月）後に発行されます。なるべく
早くみなさまに情報を届けたいという思い
で、昨年度までの発行日より約半月早めた
4月、7月、10月、1月に発行します。ぜひ、
ご覧ください。

今を担う私たちのために今を担う私たちのために
未来を担う子どもたちのために未来を担う子どもたちのために

PPublic ublic RRelationselations
パブリックリレーションズパブリックリレーションズ

本来の意味は本来の意味は
公共の・公衆の良好な公共の・公衆の良好な
関係づくり・結びつき関係づくり・結びつき

親しまれる議会だよりをめざし「みらい」親しまれる議会だよりをめざし「みらい」
の紙面づくりに取り組んでまいります。の紙面づくりに取り組んでまいります。

▲動画サイト

動画でみる！ 市議会
　あなたの住むまちで何が話し合わ
れているのか、気になりませんか？
会議の様子をライブ配信（生中継）・
録画配信しています。スマートフォ
ンやタブレットからもご視聴いただ
けます。ホームページからアクセス
してください。

傍聴してみませんか？
　市議会では、市民のみなさ
んの生活に直結した重要な問
題が審議されています。
　議員の活動状況や市政の内
容を知るためにも、ぜひお越
しください。
　開催日当日、２階総務課で
受付しています。

※�基本的な感染症対策にご協
力をお願いいたします。

次の定例会は

12月5日火
開会予定

�会期日程は、ホー
ムページをご覧く
ださい。


